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今年度の活動の概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    1 
 
グループ研究 
国語科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５ 
社会科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ７ 
算数・数学教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３１ 
理科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３６ 
造形教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５５ 
家庭科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６３ 
健康教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７３ 
英語科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８３ 
生活・総合  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９２ 
支援ツール開発  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １００ 
ムーブメント教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６ 














































































 ・今年度の企画・参加者募集について （持ち回り） 
第２回 平成２５年５月１７日（金） 
 ・今年度のグループの確定 （持ち回り） 
第３回 平成２５年５月２８日（火） 













 ・附属幼稚園： 徳橋曜（園長）、吉田真寿美（副園長） 
 ・附属小学校： 岡﨑誠司（校長）、荒治和幸（副校長） 
 ・附属中学校： 米田猛（校長）、藤井克弘（副校長） 
 ・附属特別支援学校： 大川信行（校長）、泉溪正十（副校長） 
 
 ②ワーキング・グループ 
 ・学部： 小川亮、笹田茂樹、長谷川春生（長） 
 ・附属幼稚園： 米﨑瑛美 
 ・附属小学校： 有島智美 
 ・附属中学校： 坂田元丈 











代 表 ： 米田 猛、宮城 信





























































人間発達科学部 岡﨑 誠司・根岸 秀行・笹田 茂樹
附属小学校 岩滝 修二・阿久津 理


























































































① ○ 自分たちの生活と情報との関わりについて考え 思考の深まり
② る。 信頼できる情報と気を付けなければな













・ 県内は広いのに情報をどうやって集めているの 分かり易く伝えている 【発信者の立場】。
かな。それを選ぶのにも時間がかかりそう。どう
⑤ やっているのだろう。 新しい概念の形成
⑥ ○ 放送局を見学し、見学をもとに検証する。 情報を発信する際には、責任がともな















⑨ ○ 震災瓦礫の処理の問題をもとに、情報処理マニ 【送信者・受信者の立場を踏まえた解




























































































・資料Ａ 軽減税率１０％同時作業急げ ・資料Ｄ 消費税増税と軽減税率












































































































































































































、「 」（ 、中学校１学年において 価値判断を問う討論の授業を行ったクラス 男子22名
女子18名、計40名、以下「実験群 ）と「実験群と同じ資料・ワークシートを使っ」






人(％ ) 実験群 統制群 人(％ ) 実験群 統制群
正答数(率 ) 35(87.5%) 4(10.0%) 正答数(率 ) 31(77.5%) 3( 7.5%)
誤答数(率 ) 5(12.5%) 26(65.0%) 誤答数(率 ) 9(22.5%) 23(57.5%)

























に関心をもち、それらを意欲的に追究し、捉えることができる。   【関心・意欲・態度】 
・ 世界と比べた日本の地域的特色を、自然環境の観点を基に多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現することができる。            【思考・判断・表現】 
・ 防災という側面から「どうしたらよいのか、どの解決策がより望ましいのか」について様々
な面から思考し，既習の事柄や新たな資料を明確な根拠として価値判断を行うことができる。 
                                 【思考・判断・表現】 
・ 自然環境からみた日本の地域的特色に関する様々な資料から有用な情報を適切に選択する
ことができる。                              【技能】 
・ 適切に選択した情報を基に、日本の地域的特色について読み取ったり、図表にまとめたり
することができる。                            【技能】 
・ 世界的視野や日本全体の視野からみた「日本の自然環境」について理解し、その知識や概







 ア 本時の目標 
・ Ｎ市がとるべき防災策について自分の立場の案の利点をハード防災、ソフト防災の両面
から思考し、根拠を明確にして価値判断を行うことができる。 
 イ 本時の展開 
学 習 活 動 
指導上の留意点 
（言語活動との関連） 























































































































































   この単元は、学習指導要領解説では、「世界的視野や日本全体の視野から見た日本の地域
的特色を取り上げ、我が国の国土の特色を様々な面から大観させる」ことをねらいとし、中
でも、「地形や気候、自然災害や防災への努力を取り上げることを通して、日本の地域的特
 発生年月日 人口 死者 死者・行方不明者の割合 
明治三陸地震 明治29年6月15日 2248人 1867人 83.1％ 
昭和三陸地震 昭和 8年3月 3日 2773人 911人 32.5％ 
チリ地震津波 昭和35年5月24日 約3500人 0人 0％ 




















   
 
①解答例（A 案） 
根 拠  理 由  
資 料 １ ７  な ぜ な ら 、貯 留 施 設 な ど の 施 設 を 作 る こ と が 、多 く の 人 々 の 命 を 救 う の で 、安
心 し て 暮 ら す こ と が で き る か ら で す 。 （ あ ） 田 老 地 区 に お い て は 166 名 の 死 者
を 出 し た も の の 、 こ れ は 以 前 の 津 波 に 対 し て か な り 少 な い 数 字 で あ る と い え ま
す 。防 潮 堤 が 死 者 行 方 不 明 者 の 割 合 を 大 き く 減 ら し た 点 を 見 る と 、貯 留 施 設 が も
た ら す 効 果 は 大 き く 、（ い ）施 設 を 作 っ て 洪 水 の 威 力 自 体 を 弱 め る こ と が 、人 々
の 安 心 に つ な が る と 考 え た か ら で す 。  
②解答例（B 案） 
根 拠  理 由  
資 料 １ ７  な ぜ な ら 、こ れ ら の 対 策 で 人 々 の 意 識 を 高 め る こ と が 、防 災 に は と て も 大 切 で
あ る と 考 え る か ら で す 。田 老 地 区 に お い て は 、（ あ ）想 定 さ れ た 以 上 の 津 波 が 来
て 166 名 の 死 者 が 出 ま し た 。 想 定 外 は い つ 起 こ る か わ か ら な い の で 、 （ い ） い
つ で も 自 分 た ち で 適 切 な 避 難 が で き る よ う に し て お く な ど の 防 災 意 識 を 高 め る
取 り 組 み を し っ か り と 推 進 し て い く こ と が 人 々 の 安 心 に つ な が る と 言 え ま す 。  
 
（３）成果と課題 
 ① 成果 










                                 （北岡 聡） 
 （あ） 根拠となる資料から読み取った事実が理由づけに使われているか。 








































































































































        算数・数学教育グループ 
   附属小学校     前田 正秀、細江 孝太郎 
   附属中学校     河原 弘幸、 長田 正臣、 中林 雅史 
     附属特別支援学校    柳川 公三子 









































































まわりの形 六角形 五角形 四角形 三角形 


































































【基本条件】    ・Ａ２個とＢ５個の重さの合計は５０ｋｇ 
この条件と、次の①～③の条件を組み合わせた場合の、Ａ、Ｂ１個のそれぞれの重さを考える 
【条件①】         ・Ａ２個とＢ３個の重さの合計が４２ｋｇ 
【条件②】     ・Ａ３個とＢ４個の重さの合計が４７ｋｇ 































































































澤柿教淳 橋本大一郎 鼎 裕憲 有島智美附属小：
附属中： 藤井克弘 大門知代 玉生貴大堀 篤史
大 学： 椚座圭太郎 林 衛片岡 弘
安本史恵 成行泰裕 松本謙一
























































































  ・授業題材は１分野「力のつり合い」で行う。 






















































時数 ①発展クラス（第３学年） ②導入クラス（第１学年） 





























おもり 短１０個 長１０個 




おもり 短１０個 長１０個 











３ ２時までに用意したもの 金属のおもり 20ｇ多数 
２時までに用意したもの 
金属のおもり 20ｇ多数 


















































































































































































（事前）普段の授業では実験の手順を自分で考えて     （事後）自分で実験を考えて試す授業を増やしてほし 
いることが多いと思いますか。              いと思いますか。 
            
  （事後）最終的にクラス全体でまとめた結論に、納     （事後）自由に実験をする時間は、遊ばず集中して活 
得することができたと思いますか。            動できたと思いますか。 














































































 ・中学校学習指導要領（平成 20 年３月）文部科学省 
 ・中学校学習指導要領解説 理科編（平成 20 年９月）文部科学省 
 ・富山大学教育学部附属中学校理科研究室 著「学び方を学ぶ理科の課題学習」（1979 年）明治図
書 
 ・富山大学教育学部附属中学校 著「学び方を学ぶ課題学習」（1992 年）明治図書 
 ・富山大学人間発達科学部附属中学校 編著「主体性の高まりをめざして」（2009 年）富山大学出
版会 
 ・富山大学人間発達科学部附属中学校 研究紀要 






















































(1) Learners are engaged by scientifically oriented questions. (2) Learners give 
priority to evidence, which allows them to develop and evaluate explanations that 
address scientifically oriented questions. (3) Learners formulate explanations from 
evidence to address scientifically oriented questions. (4) Learners evaluate their 
explanations in light of alternative explanations, particularly those reflecting 





  その実践には多様な方法が存在する。ある Learning Cycle では Engage → Explore 






る作業である。Evaluation は上記 4 つ全ての段階で実施され、教師は生徒の知識やスキル、
新たな概念の応用、思考の変化を観察し、生徒は自分自身の学習を評価する。Inquiry-based 









せて頂く。[1] Minner D. D.; Levy, A. J.; Century, J. J. Res. Sci. Teach. 2010, 47, 474. [2] Whitehead, D. 
BBC News World Edition May 12, 2004. [3] National Research Council, The National Science 
Education Standards, National Academy Press, 1996.（邦訳: 長洲南海男ら『全米科学教育スタンダード』
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要教育科学 52, 95-100, 2002 
２．教授学研究ノート：授業書作成をめぐる若干の方法論的問題、高村泰雄、北海道大學教育學部紀要 25, 7-17, 1975 
３．小・中学校における理科の指導法への教育課程の影響、鳩貝太郎、国立教育政策研究所紀要 136, 63-75, 2007 
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平成 25 年度理科プロジェクト報告書:「力のはたらき」に関するノート 
2014 年 3 月 24 日 






































































































[1]大門和代，富山大学人間発達科学部・附属学校園 共同研究プロジェクト 平成 25
年度報告書（本報告書）． 
[2]L.D.ランダウ，E.M.リフシッツ，力学・場の理論 ランダウ=リフシッツ物理学小教







[5]松本謙一，富山大学人間発達科学部・附属学校園 共同研究プロジェクト 平成 24
年度報告書, p47, 2013. 
[6]最近の動向を反映したものではないが：藤井賢一，キログラムの再定義をめぐる最




[9]小倉義光，一般気象学，東京大学出版会（第 2 版），1999. 
[10]寺澤敏夫，太陽圏の物理，岩波書店，2002. 
[11]E. Marsch, “Kinetic Physics of the Solar Corona and Solar Wind”, Living 
Rev. Solar Phys., 3, (2006), 1. [Online Article]: cited [2014.3.24], 
http://www.livingreviews.org/lrsp-2006-1 
[12]成行泰裕, 太陽風アルヴェン乱流と非平衡プラズマ, プラズマ・核融合学会誌, 
88(10), 575-583, 2012. 
[13]中谷宇吉郎，簪を挿した蛇，中谷宇吉郎随筆集，1988. 



































































   －幼小中のつながりを意識しながら， 
            造形教育で身につける力について研究する－ 
 
  代   表 ： 隅 敦 
  附属幼稚園 ： 米崎瑛美，林 智子 
  附属小学校 ： 大島 孝明 
  附属中学校 ： 萩原至道 










１ 平成 25 年度本研究グループの活動の足跡 
 
 本年度は，以下にあげるように 1 年間を通して，月に 1 度の会合や各自職場に持ち帰っ
てのデータ分析，その結果をメールでのやりとりし，学会発表へとつないでいった。 
 
４月 13 日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
＊本年度の活動計画立案，幼・小・中における授業実践の日時等の決定。 
 








６月 24 日（月）10:40〜11:25（於：附属小 図工室）  
 附属小 1 年「デカルコマニー実践」予備 カメラテスト 
 




 附属小 1 年「デカルコマニー実践」記録 
 
７月 9 日（火）9：35〜10：20  
 附属小 1 年「デカルコマニー実践」見立て  
 























11 月 13 日（水）10：30〜12：00（於：附属幼稚園 ばらぐみ教室）  
 附属幼稚園 年中「デカルコマニー実践」 ビデオ撮影記録 
 
11 月 25 日(月)10:00〜11:00（於：附属中学校 美術教室） 






12 月 13 日（金） 
 第 36 回美術科教育学会奈良大会の発表申し込み 発表タイトル 
多校種にわたるデカルコマニー実践の試み（１）〜幼児と小学生の描画行為の比較〜 
 
１月 11 日（土）10:00〜12:00（於：鼓研究室） 
＊附属幼稚園での映像データの分析，学会発表要旨の検討。 
 
1 月 17 日（金） 
＊附属幼稚園映像データ整理の提出と集計，グラフ作成。発表原稿作成開始。 
 
1 月 31 日（金） 
＊第 36 回美術科教育学会奈良大会の発表要項提出。 
 






３月 29 日（土）13:00〜13:30（於：奈良教育大学 B 会場 101 講義室） 
＊第 36 回美術科教育学会奈良大会（於：奈良教育大学 B 会場 101 講義室）      
「多校種にわたるデカルコ マニー実践の試み(1)」発表  発表代表者 附属小 大島教諭 
57
 

















































































































































































   
  附属小学校 ：    森永 郁江 
  附属中学校 ：    吉田 みづき 
  附属特別支援学校 ： 高附 真梨子 














    ア 布を用いて製作する物を考え、形などを工夫し、製作計画を立てること。 
    イ 手縫いや、ミシンを用いた直線縫いにより目的に応じた縫い方を考えて製作
し、活用できること。 








   ア 布を用いた物の製作を通して、生活を豊かにするための工夫ができること。 




   ウ (3)のアについては、(1)のウとの関連を図り、主として補修の技術を生かしてで
きる製作品を扱うこと。 


















































研究授業は富山大学人間発達科学部附属小学校５年生で、平成 25 年 11 月～12 月に行っ
た。 
実践事例 





たりしている。（家庭生活を創意工夫する能力）                              
○給食グッズを目的に応じて手縫いやミシン縫いを用いた直線縫いで製作することがで




















































































































































































































































































































































































































































  代   表 ：    神川 康子 
  附属小学校 ：    松森 由香里 
  附属中学校 ：    大場 真紀子 
  附属特別支援学校 ： 池田 優香 
  附属幼稚園 ：    島田 みどり 
  学部    ：    藤本 孝子、澤 聡美 
 
 









告では、小・中学生 2551 票の分析結果を掲載する。なおこの結果は 2014 年 7 月の日
本睡眠学会で発表の予定である。 
今回分析した調査対象は、富山県と石川県の小学校 5 校、及び中学校 3 校で、有効票数
は小学生 1583 票、中学生 968 票の計 2551 票である。 
分析の結果、小学校 1 年生から中学校 3 年生まで、図１に示すように学年進行とともに
有意に平日の就寝時刻が遅くなり、睡眠時間も有意に短縮していた(p=0.000)。寝つきは、
最も悪い学年が 6 年生、次いで 5 年生で中学生よりも睡眠時間が長くても質の低下が始ま
っていると推察できる。中途覚醒についても 5、6 年生が有意に多く、熟眠感も小学 5 年
生から有意に低下した。起床困難は小学 1 年から 3 割近くに見られ、中学生では 4 割に
朝の気分がよくないという結果となった。このことを反映して、中学生の昼間の眠気は 8
割以上に自覚され、居眠りも中学 2、3 年で 7 割前後に体験されている。これらのことが
学習に関する調査項目に及ぼす影響を分析したところ、図２に示すように「楽しく学習で
きるか」は学年が上がるにつれて「よくできる」と答える割合が有意に減少した(p=0.000)。
これを学年ごとに見ると、小学 1、2 年では 22：00 以降就寝、3 年生では 23：00 以


























































































~19:59 20:00~20:59 21:00~21:59 22:00~22:59










































































































   
 
① N 児と S 児の結果 
   N児も S児も交通機関を利用して学校に登校している。二人とも朝はだいたい同じ時刻に起きているが、
就寝時刻が違っている。そこで、この二人の重心動揺計の結果を比較すると体の重心の揺れが大きく違っ
た。 
 〈N 児の結果〉 























開眼 閉眼 開眼 閉眼 
単位軌跡長（mm/s） １８．４ １８．９ １８．７ ２８．４ 








       時間（３０秒）で割った値。重心動揺の速さ。 
※実効値面積：動揺波形の中心点から各々の重心点までの距離を全部プラ









   記録当日の起床時刻と重心動揺計の値からカイ二乗検定（統計学的検定法）を調べると有意差が見られ、
関係があることを意味づけることができた。朝６時台に起きると、重心のぶれが少ないことが分かった。
朝６時前に起きるのも、また、朝７時以降に起きるのも体の重心のぶれがあった。 






   重心動揺計を使って体の重心のぶれを見せることで、子供たちの興味や関心を引き、「自分はどうして
ぶれるのだろうか。」と考えることになった。 

















































            指導者：学級担任、副担任、スクールカウンセラー、養護教諭 
           協力者：学年主任、附属幼稚園養護教諭 島田みどり先生、富大人文学部学生 
     スーパーバイザー：富山大学人文学部 教授 喜田 裕子先生 
   ②  結果 
      ア 授業直後の評価 










    
 
 
      ○たくさんの生徒が生活ノートにピア・サポートの感想を書いており、日頃の自分の聞く     
態度について振り返る生徒も見られた。 
         ●シェアリングの時間を多くとり、生徒の意見を広めたり、その際の聞き方についても自     
分たちで気付かせたりすると良い。 
         ●ロールプレイングの時間が短かった。 





       












































          ○たくさんの先生や学生が生徒の中に入って活動を支援していたのは良かった。 
          ●ロールプレイングやシェアリングにもう少し時間をかけると良い。 
●時間が短い分ウォーミングアップの時間が無かったためか、生徒の集中力が前回に比べ落ちてい
たようだ。 















          ●ジレンマの事例について、もっと話し合いの時間をとって、友達の多様な考え方にじっくり
気付かせる展開にしたら良い。 
















































































 ③  課題 
   ア 活動のねらいの妥当性について  
    ・学年の事後評価では、「ねらいの妥当性」は３回を通して「評価３」と高かった。しかし、「ねら
いの達成度」の評価にはばらつきがあった。ねらいが達成できるよう指導内容・方法を見直す必要
がある。 
     ・授業後の生徒や学年の感想からは、スキルトレーニングを体験したことについてのプラスの感想が
多く寄せられていた。また、生徒の発達段階に適していたという声も聞かれ生徒が改めて人間関係
について考える機会になり、啓発の効果はあったと思われる。 
 イ ねらいの達成度について 












 ウ 指導内容について 




     ・第２回目の「さわやかな自己表現」の授業の中で、生徒が「僕は攻撃的な自己表現が一番楽だし、
この自己表現を止めるつもりはない。」と言った。身勝手な考え方をすることに驚いたが、この生
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ










自己主張 アサーション 話の聞き方 アサーション アサーション
平均値 2.5 2.67 2.76 2.77 2.63 2.52 2.79 2.94
（ＳＤ） 0.61 0.62 0.52 0.48 0.54 0.55 0.45 0.26
平均値 2.29 2.67 2.74 2.65 2.58 2.38 2.64 2.93
（ＳＤ） 0.69 0.56 0.57 0.57 0.56 0.53 0.53 0.28
2.85(305)* 0.13(308) 0.39(307) 2.13(306)** 0.67(307) 2.17(307)** 2.72(308)* 0.45(308)



















前 77.4(123) 39.0(62) 73.6(117) 25.2(40) 24.5(39) 13.8(22) 6.9(11) 4.4(7) 3.1(5)
事











  １ はじめに 
    共同プロジェクトチームで作成した「健康チェックアンケート」を、本校では、平成 24 年 5 月に実





















   保健学習 









































            
 







資料１     『健康チェックアンケート』結果① 
 



































































































就寝時刻は、22 時までの人がほとんどでした。中・高等部で 22 時以降に就寝している生徒が十
数名いました。起床時刻については、平日は 7時までに起床する人児童生徒がほとんどで休日でも






   英語科教育グループ 
  代   表 ： 岡崎 浩幸 
  附属小学校 ： 横山 恵 
附属中学校 ： 浦田 栄信、吉崎 理香、岩城 廣和 













1．研 究 実 践 ―Hi, friends 2 





   導入では、「ポインティングゲーム」や「ジェスチャーゲーム」などのゲ
ームを通して、“get up”“go to school”“What time do you get up？” 



















“Get up ” ぼくが先だよ。 
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一輝  “I eat breakfast at 9:00. 
“What time do you eat breakfast?” 
麻衣  “I eat breakfast at 6:00.”  
一輝  “Oh, early ? “What time do you eat breakfast?” 
陽子  “I eat breakfast at 9:00.” 













   “What time do you study？” 





















































 積極性に対する意識 → 積極的に英語表現をしようとする“自分自身”への自信。 
 表現力に対する意識 → 英語でも日本語と同様に楽しいリアクションの言葉があり、互いに気持ちのよ
いやりとりができるという意識。 












































２ 中学校授業研究  指導案と成果と課題 
 
第１学年英語科学習指導案 
指導者 吉崎 理香  1 年4 組 男子22 名 女子18 名 計40 名 
 
１ 題材名 Unit３ はじめまして、ブラウン先生（ NEW HORIZON English Course 1 ） 
 
２  題材について ＜省略＞ 




  ・ ペアワークや全体での発表を通して、対話を広げるためのよりよい態度や方法に気付く。 
  ・自己紹介に用いる基本表現を適切に使うことができる。 
















(1) 一般動詞疑問文の理解と練習･･････････1 時間 
(2) 一般動詞否定文の理解と練習･･････････1 時間 
(3) 自己紹介文づくり････････････････････1 時間 
(4) 自己紹介スピーチの練習と発表････････1 時間 
(5) 自己紹介をもとにした対話づくり･･････1 時間（本時） 




  ・相手の自己紹介を聞いて、相づちを打ったり質問したりしながら対話を広げることができる。 
   ・ ペアワークや全体での発表を通して、対話を広げるためのよりよい態度や方法に気付くことができる。 
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（２） 展開 



















































































 Oh, you like tennis! 
  Do you play tennis every day? 
  I play tennis, too.  
  How about you? 





















































































































































       ・それぞれの活動につながりをもたせること。 
       ・それぞれの活動にどのようなねらいがあるのかを意識すること。 














































































































大 学 ： 松本謙一
（研究協力） 人間発達科学部3年 ： 岡田憲紀















第１回 研究部会 ６月２６日 今年度の研究の見通し
第２回 研究部会 ７月１２日 実践の考察



































































































































































「先生、私、毎日ね 『早く咲いてね。きれいに咲いてね 』ってお話ししながら、お世話、 。
したの。そしたらね、一番にこんなにきれいに咲いたんだよ ・・・・ 」。 。
。 。みんなの前でうれしそうに話すAさん まわりのみんなにもうれしい空気が漂っています

























































































  特に害虫対策。どうしたら害虫を排除できるか試行錯誤 
する場面が多く見られた。 
 
⑷ その他 授業の中で必要だと痛感した手立て 
   グループ内でそれぞれの自己評価を共有できる、比較できる掲示物やネームプレート 
 
３ 研究新年度に向けて明らかにしていきたいこと 
 ・ 自分の思いや願い、考えをより豊かな言語によって顕在化する方法。 
 ・ 一人一人の願いが違う生活科の授業の中での一斉の手立て、発問。 
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小学校ぼくらの○○のうえん」の実践から見る子どもの育ちと支援 
―幼小 5 年間連携栽培活動プログラムの結果から― 























































代  表     ： 阿部 美穂子（人間発達科学部） 
附属特別支援学校 ： 長濵 由香、大村 和彦、檜木 哲也、中林 由利子 



































関連する状況 直前のきっかけ 行動 結果




























   第 1 回  ９月       今後のスケジュールについて・事例研究のテーマの検討 
第２回 １１月～２月    支援ツールの作成、実践 
第３回  ２月       支援ツールの発表、質疑応答、協議、まとめ 





































































































































附属特別支援学校 中学部教諭 大村 和彦 
 
































































































































附属特別支援学校 小学部教諭 中林 由利子 
 





































    ①児童が好きな活動（切り絵など）一つ↓ 
    ②課題性のある活動など（牛乳パック切り、学習プリントなど）一つ 
＋児童が好きな活動（切り絵など）一つ↓ 
     ＊課題性のある活動は短い時間で終了するものを設定する。 




     ＊児童が、保護者が決めたスケジュール表を手掛かりに落ち着いて活動できれば、多少時
間がかかる活動も設定していく。 
     ＊保護者と落ち着いて活動できた段階で次のステップへ移行する。 






     ＊スケジュールを決める際、最後には必ず児童が好きな活動などで終わる事ができるよう
に設定する。 
     ＊活動場所は、自室とする。 
















































































































































































していた、既存の「長袖ワイシャツ プロ アイロン掛け手順表」を活用した取組を紹介します。 
 











































































































































授業研究『高等部 音楽』  
場所：人間発達科学部 美術・技術棟 






















学      部   阿部美穂子(代表) 







附属特別支援学校 高等部 教諭   野﨑 美保  
 
１ 日時        平成２５年 １２月１１日(水)、１８(水) ９：５０～１０：３０ 
２ 対象生徒      高等部 １年４名、２年４名、３年４名 計１２名 







５ 活動内容                 









わせて全員で歌う。   


































































附属特別支援学校 小学部 教諭  堀 ひろみ 
１ 対象児童 







































































































附属特別支援学校  小学部 教諭 竹脇 里織 
 
１．対象生徒 
小学部 １年生３名、２年生３名、３年生３名  計９名 



















































































































附属特別支援学校  高等部 教諭 栗林 睦美 
 
１ 対象生徒 
（１）高等部 １年生２名、２年生５名、３年生４名 計１１名 
（２）実態 
 １）体の使い方にぎこちなさがある。 
    ２）友達と一緒に動きを合わせて活動する経験が乏しく、難しい。 





































































































































































  代   表 ： 西館有沙 
  附属幼稚園 ： 岩田郁代、瀧川江利香 
  附属小学校 ： 秋盛勇 






















３．小学 5 年次を対象にした総合的な学習の時間における教育実践 
（1）実践の手続き 
対象児は、1 昨年に 2 コマ、昨年に 2 コマの授業を受けた小学校第 5 学年 2 クラスの子ども 79 名
であった。1 クラスにつき総合的な学習の時間 2 コマ（1 コマ 45 分）を使って、視覚障害理解教育を
行った。1 コマ目の授業の実施時期は 2013 年 12 月 17 日、2 コマ目は 12 月 18 日であった。授業




本実践において用いた指導案を表 1、2 に示した。1 コマ目の授業のねらいは「視覚障害者の歩行の
様子（一人で歩くことができること）を知る」「視覚障害者が外を歩く時に困る場面や場所を知る」であ
った。授業ではまず、視覚障害者が屋外を歩行している様子を撮影したビデオを視聴し、その後に町の


































表 1．1 コマ目の指導案（1 コマ 45 分） 
学習活動 主なねらい（○）と内容（・） 準備物 







































写真１．視覚障害者が一人で歩くには危ないと  写真 2．子どもの発見を黒板に貼り出した大きな町の 



























表 2．2 コマ目の指導案（1 コマ 45 分） 
学習活動 主なねらい（○）と内容（・） 準備物 
1. 導入（1 分） ・前時の内容を振り返る。  
2. 展開① 















































 2 コマの授業とも受けた第 5 学年 2 クラスの子ども 78 名を対象に、授業前および授業後において無
記名式・自記式の質問紙調査を行った。授業前の調査は授業日の前日である 2013 年 12 月 16 日に、


















が 18％（14 名）、その他 5％（4 名）であった。授業後は「よいと思う」が 35％（27 名）、「よいと















 授業前 授業後 
点字ブロックを設置する 50％（39 名） 44％（34 名） 
白杖を使用する 24％（19 名） 23％（18 名） 
周囲が視覚障害者を援助する 23％（18 名） 40％（31 名） 
音声信号機を設置する 22％（17 名） 26％（20 名） 
点字をつける 18％（14 名） 5％（ 4 名） 
視覚障害者の通り道に障害物等を置かない 13％（10 名） 28％（22 名） 
歩道の構造等を工夫する 8％（ 6 名） 8％（ 6 名） 
音声案内を付ける 6％（ 5 名） 0          
盲導犬を使用する 6％（ 5 名） 12％（ 9 名） 
その他 13％（10 名） 13％（10 名） 
（％の母数は 78 名） 
 
表 2．視覚障害者に、常に援助者がつくことを良いと思わない理由（自由記述式） 
 授業前 授業後 
視覚障害者は一人で歩くことができる 14％（2 名） 31％（12 名） 
視覚障害者も一人で歩きたい時がある 36％（5 名） 46％（18 名） 
いつも手伝ってもらっていると、視覚障害者が自立できない 14％（2 名） 21％（ 8 名） 
その他 43％（6 名） 21％（ 8 名） 
（％の母数は、授業前が 14 名、授業後が 39 名） 
 
表 3．手伝いを申し出た際に「大丈夫です」と断られた理由についての子どもの考え（選択式） 
 授業前 授業後 
視覚障害者は、手伝ってほしいが迷惑をかけると遠慮している 65％（51 名） 27％（21 名） 
視覚障害者は、手伝ってほしいが自分一人で努力すべきと考えている 24％（19 名） 28％（22 名） 
視覚障害者は、その時には手伝ってもらわなくても大丈夫であった 4％（ 3 名） 32％（25 名） 
視覚障害者は、どこでも一人で歩けるので、手伝いは必要ない 1％（ 1 名） 6％（ 5 名） 
その他 3％（ 2 名） 5％（ 4 名） 
無効回答 3％（ 2 名） 1％（ 1 名） 
（％の母数は 78 名） 
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    〒930-8555 富山市五福３１９０ 
    TEL 076-445-6251（総務） 
    FAX 076-445-6264 
    富山大学人間発達科学部附属学校園 
    〒930-8555 富山市五艘１３００ 
    TEL 076-445-2800（事務室） 
    FAX 076-445-2802 
 
